
電子メールで、タイトルに「公開シンポジウム」と明記の上、お名前と所属名（在学学
校名、勤務先）などを本文中に書き込んで、cogpsy-event@bunken.co.jpまでお申し
込みください。返信にてZoom登録画面をご案内いたします。ぜひ、お友達も誘ってく
ださい。

日本認知心理学会
日本認知心理学会 業務センター
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター
     cogpsy-event@bunken.co.jp

参加申込 ▶ 主　催 ▶
連絡先 ▶

※ご使用機器へのZoomの導入、使用や操作方法については、恐れ入りますが各自でのご対応をお願いいたします。学会側での個別対応はいたしかねます。ご了承ください。

13：00～13：05

13：05～13：55

13：55～14：45

14：45～15：00
15：00～15：50

15：50～16：00

梅田 聡（慶應義塾大学教授）

梅田 聡（慶應義塾大学教授）

金山 範明（産業技術総合研究所研究員）

嶋田 総太郎（明治大学教授）

企画： 梅田 聡（慶應義塾大学教授）
　　中尾 敬（広島大学准教授）

趣旨説明

講演1 『感情を生み出す脳と身体』

講演2 『「触れる」を社会で生かす：コグネティクスと産学官連携研究の役割』

休憩
講演3 『身体性からコミュニケーションへ：認知脳科学からの視点』

ディスカッション

参加無料
定員500名（先着）2O20 12  5 土年 月 日 13:00~16:00

令和２(2020)年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（研究成果公開促進費）
研究成果公開発表（Ｂ）補助事業

オンライン開催（Zoom使用）

脳と心のメカニズム：“身体”の役割から考える

認知心理学の
フロンティア

認知心理学会 公開シンポジウム

Frontier of Cognitive Psychology

近年の心理学研究では、心の機能を生み出す脳のメカニズムに多くの関心が向けられています。
特に最近では、「脳と心」の関係性を探る上で、「身体」が大きな役割を担うことが明らかになってきました。
この公開シンポジウムでは、感情・触覚・社会性という3つの観点から、
最近の研究で得られた科学的知見についてわかりやすく紹介します。
講演を通して、「脳・心・身体」がどのような関係にあるのか、皆様とともに考えてみたいと思います。
大学で心理学を学ぶことを考えている高校生の皆様、既に専門的に心理学を学んでいる大学生の皆様に、
最先端の研究に触れていただきたいと思います。
ウェブ上での開催ですので、奮ってご参加ください。


